
第二次中間報告書 
 

SCHOOL  OILFIELD  CARAVAN 

www.ecoparty.tv 

2011年6月 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL  OILFIELD  CARAVAN 

2011年3月18日～2011年5月31日 
実施概要 

• ネパール国カトマンズとポカラにて計９校、１クラブで 

デモンストレーションを実施（表１） 

        １：廃プラスチック油化装置での実演 

    ２：プラスチックリサイクルについて解説（ＴＶモニタ） 

    ３：ポスターおよびバナーでの宣伝・普及活動 

    ４：ネパール人スタッフに対する指導および教育 

    ５：油化装置搭載トラックを日本に向けて輸出 
 
結果 

• 事前に要望があった学校へ訪問し、当日の流れを確認

したうえで、子供たちにプラスチックごみを集めてもらえ

るよう打ち合わせをした。その結果、各学校で平均8.7

㎏のプラスチックが集まり、燃料化した油で発電しポッ

プコーンを作ることで子供たちへ回収→分別→再資源

化の流れを学習させることができた。（記録１） 

• 新聞１社とテレビ1社に報道され、当活動および訪問学

校を募集していることが発表された。（記録２） 

• ネパール人スタッフに対してデモンストレーションの指導

を行い５名のオペレーターを育成した。今後ネパールで

の活動は彼らを中心として継続されるように指南した。

（付録） 

【スクールオイルフィールドキャラバンポスター】 
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表１：実施した学校および団体の詳細 

エリア

Pokhara

Pokhara

Kathmandu

Kathmandu

Kathmandu

Kathmandu

Kathmandu

Kathmandu

Kathmandu

Pokhara

PKR:3 , KTM:7

 ＊ ：Kathmandu, DURBAR SQUAREにて合同実施

日時

2011.03.26

NEPAL AOARSHA SECONDARY ACHOOL

学校名および団体名

KANCHENJUNGA ACADEMIC CENTRE

DUMSIDE CLUB

ARYA TARA THANGKA PAINTING SCHOOL

GEMS 1-6CLASS

GEMS 7-12CLASS

2011.04.26

2011.04.28

87

2011.04.19

2011.04.25

KANTI ISWORI RASYA LAXMI SECONDARY SCHOOL

15

100

100

1150

400KEF HIGHER SECONDARY SCHOOL

100

100

2011.04.29
＊

10

15

3180計

回収プラスチック量（ｋｇ）

25

5

2

15

参加数（人）

280

100

200

650

2011.05.14

PRABHAT SECONDARY SCHOOL

NAWAYUSH SECONDARY SCHOOL



記録１ 
 

ＳＣＨＯＯＬ ＯＩＬＦＩＥＬＤ ＣＡＲＡＶＡＮ 
 

活動写真 
 



２０１１年３月２６日 
 

KANCHENJUNGA ACADEMIC CENTRE 
 

        ・ＰＯＫＨＡＲＡ 
        ・生徒数２８０人 
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油に戻せるプラスチックとそうでないプラスチックを分ける作業を説明 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

分別したプラスチックを油化装置に入れる 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

トラックに搭載した油化装置が稼働すると興味津々の面持ちで集まってくる 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

プラスチック油で発電した電気を利用してポップコーンを作る 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

子供たち全員にポップコーンが行き渡り、廃プラスチック油化を理解してくれた様子 



２０１１年４月１９日 
 

DUMSIDE CLUB 
 

        ・ＰＯＫＨＡＲＡ 
        ・参加数１００人 

 
 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

ダムサイドの広場で近所の住民が集まってくる 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

廃プラスチック油化について解説 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

子供たちは大量の廃プラスチックにも動じず、分別してくれた 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

油に戻せるプラスチックとそうでないプラスチックを分ける作業を説明 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

子供たちはゲームの感覚で楽しく分別し、リサイクルを学んでくれた 



２０１１年４月２５日 
 

ＡＲＹＡ ＴＡＲＡ ＴＨＡＮＧＫＡ       
ＰＡＩＮＴＩＮＧ ＳＣＨＯＯＬ 

 
        ・ＫＡＴＨＭＡＮＤＵ 
        ・参加数２００人 

 
 



スクールオイルフィールドキャラバン 
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歌手のアニーチョイングさんによる女性の自立支援のための仏教学校 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

まずはプロモーションビデオを使って説明 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

みなさん、興味津々で集中して話をきいてくれた 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

油に戻せるプラスチックを黄色いごみ袋に入れて分別し、油化装置に投入 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

テレビモニターを使って全員でリサイクルの勉強をした 



２０１１年４月２６日 
 

ＧＥＭＳ １－６ＣＬＡＳＳ 
 

        ・ＫＡＴＨＭＡＮＤＵ 
        ・参加数６５０人 

 
 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

ＧＥＭＳは大勢の学生がいる学校で、この日は低学年の子供を対象に実施した 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

テレビモニターで解説、人数が多いので４回にわけてローテーションした 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

子供たちはおしゃべりすることもなく、集中して聞いてくれた 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

中心に集めてもらったプラスチックを置き、分別方法の解説 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

プラスチックの再資源化について解説 



２０１１年４月２８日 
 

ＧＥＭＳ ７－１２ＣＬＡＳＳ 
 

        ・ＫＡＴＨＭＡＮＤＵ 
        ・参加数１１５０人 

 
 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

ＧＥＭＳの高学年校舎には勉学の女神サラソティの像が建っている 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

大きな輪を作り、分別の解説 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

分別をしてみたい子供たちがたくさん手をあげてくれた 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

トラックの上から油化装置ミニモの解説をした 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

ごみのポイ捨てをやめよう、という掛け声を子供たちは素直に受け入れてくれた 



２０１１年４月２９日 
 

 DURBAR SQUARE （４校合同実施） 
 

       ・ＫＡＴＨＭＡＮＤＵ 
       ・参加数４００人 

 
 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

カトマンズにある世界遺産で４校合同で実施した 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

雨が少し降ったがみなさん気にせず駆けつけてくれた 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

一般の観光客も興味を持って見に来る 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

プラスチックを集めて分別の解説 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

この日も大量のプラスチックをみんなで分別した 



２０１１年５月１４日 
 

ＫＥＦ ＨＩＧＨＥＲ ＳＥＣＯＮＤＡＬＹ    
ＳＣＨＯＯＬ 

 
        ・ＰＯＫＨＡＲＡ 
        ・参加数４００人 

 
 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

学校のグラウンドにトラックを入れてデモンストレーション 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

テレビモニターを使ってリサイクルの解説 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

油に戻せるプラスチックを種類ごとに分別 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

子供たちの目の前で油化装置を使って油を作った 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

プラスチックからできた油を発電機にいれてポップコーンを作る燃料にした 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

どんなに便利な装置でも分別が必須である等の解説をした 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

全員で記念撮影 



記録２ 
 

ＳＣＨＯＯＬ ＯＩＬＦＩＥＬＤ ＣＡＲＡＶＡＮ 
 

新聞報道記事 
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ＫＡＲＯＢＡＲ社の報道記事 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

ＥＣＳ社 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

ＨＩＭＡＲＡＹＡ ＴＩＭＥＳ社の報道記事 



付録 
 

ＳＣＨＯＯＬ ＯＩＬＦＩＥＬＤ ＣＡＲＡＶＡＮ 
 

ネパールスタッフへの指導及び油化テスト 
 



スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL OILFIELD CARAVAN 

機械操作とプレゼンテーションに関して５名のオペレーターを指導 
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表２：ネパールのプラスチックを対象にした油化テスト結果 

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

2011年4月5日 回収プラ：ランダム 810 347 427 42.336

温度設定(℃)原料日付 重量(g) 油量(g) 残渣量(g) 油化率(%)オフガス量(g)：推定

2011年4月7日 回収プラ：ヌードル 800 512 261 64.0

30

27

2011年4月6日 回収プラ：ランダム 750 476 304 63.5

2011年4月9日 回収プラ：キャップ 708 606 100 85.6

4

2

2011年4月8日 回収プラ：バッグ類 800 503 293 62.3

2011年4月11日 回収プラ：ランダム 851 472 216 55.5上：400　下：450

1032011年4月10日 回収プラ：ランダム 769 510 156 66.3

生成油：蒸留試験 3939 3827 0 97.2

2011年4月14日 回収プラ：ランダム 943 526 267 55.8上：400　下：450

163

150

112

111

上：380　下：420

上：400　下：450

上：400　下：450

上：400　下：450

上：400　下：450

上：400　下：450

2011年4月16日 回収プラ：ランダム 957 633 213 66.1

各種温度帯

上：400　下：450

2011年4月15日

ネパールにおけるプラスチッの容器包装は分別マークが無く、どのような素材で出来ているのか判断できないため、油化
を実施するにはBe-hにて対象プラスチックに対する油化可否の検討が必要である。上記の油化テストから検証した結果を
述べる。番号１では油化温度を日本での標準値に設定し実施したが,残渣量が全体の約半分を占めたことが際立つ。当然、
油化率は42.3%と低い値となり、残渣は粘土質で柔らかく、プラスチック組成が残っていた。またＰＥＴに特有の白い結晶や、

ナイロンやＰＶＣのような異臭は認められなかったため混入はないと思われた。残渣中にプラスチックが残っていた可能性
としては温度設定が低すぎて熱分解が十分でなかった可能性が考えられた。そこで番号２では１と同様の原料で設定温度
を上部ヒータ＋20℃、下部ヒータ＋30℃にて実施した。結果は前回と比べて残差量が77ｇ減り、油化率が63.5%まで向上し
た。この63.5%という値は決して高い数値ではないように思えるが、これは原料のプラスチックがラミネート素材であるため

重量に比べてアルミなどの金属が残差に残ってしまうためで、しっかりと油化ができているものと考えられる。この結果を踏
まえ、同じラミネート素材のヌードルバッグ(番号3)やバッグ類(番号4)で油化をした結果、油化はほぼ同様の率を示した。こ
れらの結果から回収したプラスチックに対して上部400℃・下部450℃の設定は有効であり、ラミネートされたプラスチックも
十分に油化ができると考えられる。また、キャップのみを油化した番号5のテストでは、同様の温度設定で油化率85.6%を得

ることがきた。この率は日本のキャップでもほぼ同様であり残差の量と状態も通常範囲内だと思われ、油化実施について
なんら問題がないと判断できる。 



総括 

SUMMARY 

理想的な活動にまた一歩近づいた 
  
この度の活動では、エコパーティスタッフが各々の能力を精一杯発揮できたことが際立った。 
デモンストレーションを実施するにあたり、準備から本番まで至らないところをスタッフ同士で助け合い、全員
が一つの目標に対して真剣に取り組んだ結果、訪問先の学校で事故もなく円滑に進めることができた。 
前回に続いて新聞とＴＶでエコパーティーの活動は報道され、実施した学校からも称賛の声が届いている。 
 
ネパール人スタッフはいう、「我らはチームだ」。その言葉に外国人である日本人スタッフはおおきな安心感を
覚えた。日本の感覚では不安と不満を覚えることが多々あるネパールライフ。しかも活動自体、極めて奇抜で
ある。お互いの信頼が深くなるあの感覚、本当に久しかった。 
今後のネパールにおける活動は彼らを中心に継続される。 
この度の活動に力を尽くしてくれたスタッフと関わってくれたすべての人に心から感謝を申し上げる。 
 
  
現在、日本国内で7月に開催されるフジロックにエコパーティーが参加する予定があり、ネパール人スタッフを
日本へ派遣させる準備をしている。また、ブラジルやイギリスからも問い合わせの連絡がきており、キャラバン
が新たな国へ突入する可能性も出てきた。今後の動きを慎重に検討する必要がある。 
 
 

 ご協賛頂きましたスポンサー各社様へ多大な感謝をスタッフ一同、心より感謝申し上げます。 
今後ともよろしくお願いいたします。 

 
エコパーティー実行委員会事務局 


